
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
」
を
め
ぐ

り
攻
防
が
続
い
て
い
ま
す
。

裁
量
労
働
制
は
、
労
働
者
の
裁
量
に
よ
っ
て
早
く
帰
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
の
制
度
が
、
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
労
働

者
に
業
務
量
の
裁
量
は
な
く
、
労
働
者
に
あ
る
裁
量
は
、
成

果
を
だ
す
た
め
の
た
だ
働
き
の
長
時
間
労
働
で
す
。

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
（
「
残
業
代
ゼ
ロ
」

制
度
）
は
、
ど
れ
だ
け
残
業
さ
せ
て
も
残
業
代
を
払
わ
な
く

て
も
す
む
働
き
方
で
す
。
労
働
団
体
や
、
全
国
過
労
死
を
考

え
る
家
族
の
会
な
ど
が
「
長
時
間
労
働
と
過
労
死
を
促
進
す

る
」
「
『
過
労
死
防
止
法
』
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
。
容

認
で
き
な
い
」
と
つ
よ
く
反
対
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
法
案
は
、
「
過
労
死
」
を
も
た
ら
す
長
時
間
労
働

を
合
法
化
し
、
労
働
者
の
生
活
と
健
康
を
破
壊
す
る
「
働
き

方
改
悪
」
で
す
。

日
立
の
「
働
き
方
改
革
」
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ジ
ャ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
」
を
目
指
す
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
勝

て
る
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
戦
力
に

な
る
た
め
の
、
働
き
方
の
意
識
改
革
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
組
織
・
制
度
の
仕
組
み
を
変
え
る
、
人
・

意
識
・
行
動
の
構
成
を
変
え
る
、
仕
事
の
仕
方
を
変
え
る
と

い
う
も
の
で
、
従
来
の
慣
行
と
は
異
な
る
価
値
観
・
働
き
方

の
改
革
で
す
。

具
体
的
に
は
、
「
人
基
準
」
の
働
き
方
か
ら
「
仕
事
基
準
」

へ
働
き
方
に
転
換
し
、
時
間
や
場
所
の
捉
わ
れ
な
い
働
き
方
、
・

働
い
た
時
間
で
は
な
く
成
果
で
評
価
・
年
功
に
拠
ら
な
い
評

価
方
式
に
転
換
す
る
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
に
、
全
世
界
統
合
の
「
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
と
い
う
の
で
す
。

日
立
の
「
働
き
方
改
革
」
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
仕
事
の

「
型
」
―
個
人
で
判
断
＆
行
動
、
勝
ち
取
る
、
を
叩
き
込
む

成
果
主
義
の
い
っ
そ
う
の
強
化
で
す
。
ま
た
、
会
社
の
主
導

の
異
動
、
退
職
の
自
在
化
、
労
働
組
合
の
形
骸
化
と
も
な
り

ま
す
。

日
立
労
組
が
実
施
し
た
２
０
１
７
年
の
「
処
遇
・
生
活
に

対
す
る
意
識
調
査
」
結
果
に
よ
れ
ば
、
「
仕
事
の
や
り
が
い
」

は
、
過
去
5
年
間
で
最
低
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
分
社
化
に
よ
り
会
社
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
」
、
「
転
勤
や

職
種
転
換
で
仕
事
の
内
容
が
変
わ
る
」
、
「
今
の
働
き
方
が

続
く
と
体
力
が
も
た
な
い
」
、
「
今
の
働
き
方
が
続
く
と
心

の
病
に
な
る
」
の
い
ず
れ
の
項
目
も
50
％
を
超
え
る
と
い
う

深
刻
な
状
態
で
す
。

電
機
懇
が
行
っ
た
「
18
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
で
も
、

「
仕
事
量
の
割
に
人
員
が
少
な
く
、
仕
事
で
ミ
ス
し
た
ら
査

定
を
下
げ
ら
れ
た
」
「
な
か
ば
強
制
的
に
転
籍
さ
せ
給
料
を

さ
げ
る
」
、
「
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
酷
い
」
、
「
働
き
方
改

革
と
言
う
名
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
あ
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

職
場
か
ら
は
、
「
仕
事
の
楽
し
さ
や
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
」

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
」

「
職
場
の
人
間
関
係
が
よ
い
こ
と
」
「
雇
用
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
」
な
ど
、
職
場
の
人
間
関
係
、
雇
用
の
改
善
を
求
め

る
声
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
「
業
務
量
に
対
す
る
人
的
リ
ソ
ー
ス
不
足
」
「
業

務
が
特
定
個
人
に
集
中
し
て
い
る
」
な
ど
、

過
大
な
業
務
量
、
人
員
不
足
、
業
務
の
推

進
体
制
な
ど
で
の
改
善
を
求
め
る
声
が
多

く
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
賃
金
水
準
改
善
は
一
律
の

ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
」
、
「
成
果
を

上
げ
て
も
評
価
に
反
映
さ
れ
に
く
い
」
な

ど
、
成
果
主
義
に
対

す
る
声
も
あ
り
ま

す
。日

立
は
グ
ロ
ー

バ
ル
成
長
戦
略
の

た
め
の
「
働
き
方

改
革
」
で
は
な
く
、

今
、
日
立
関
連
の

職
場
で
働
く
者
の

改
善
要
求
に
応
え

て
、
安
心
・
安
定

で
人
間
ら
し
く
働

け
る
職
場
の
た
め

の
改
善
を
推
進
す

べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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（電機労働者懇談会気付）
TEL(03)-6421-5323 FAX(03)-6421-5324

日 立 懇 ★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6355-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://www.hitachikon.org

★仕事、生活の相談もお寄せください。
Eﾒｰﾙ:info@hitachikon.org

または、下記の「もよりの連絡先」へ

働きがいのある人間らしい仕事を

「働き方改革」より今の職場の改善を
安
倍
「
働
き
方
改
革
」

は
「
働
き
方
改
悪
」

職
場
は
安
心
し
て
働
け

て
い
な
い
の
が
実
態

「
働
き
方
改
革
」
よ
り
、

今
の
職
場
環
境
の
改
善
を

日
立
の
「
働
き
方
改
革
」

は
グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
戦
略



18春闘で日立の回答は、賃金、賃金体系

を維持した上で1,500円の水準改善を行う。

一時金は組合員一人平均税込み年間187万6

800円（6.00ヵ月）となりました。

日立は２０１７年度の業績が過去最高益を

見込んでおり、内部留保は年々積み増して３

兆円を超えているにも関わらず、低額回答に

留まりました。理由は、「グローバル企業と

比較すると、さらなる収益改善が必要」と説

明しています。本来は、好業績を背景に賃上

げの推進役になるべきではないでしょうか。

ましてや、経団連会長を輩出する企業として、

姿勢を問われるのではないでしょうか。

２年に１度の労働協約改訂では、組合が要

求した、終業と始業の間に最低11時間の休

息を確保する「勤務間インターバル制度」を

10月から導入することで合意しました。

「働き方改革」に沿って労働協約を改訂す

る方向性が一部に示されました。

再雇用者の処遇については、18春闘で日

立労組から具体的な要求が出されておらず、

改善が図られませんでした。

今回の春闘でも、非正規雇用者に対する処

遇改善の要求はなされませんでした。今まで

も非正規労働者の賃上げが取り組まれてこな

かったため、社員との格差は拡大する一方で

す。労働組合の役割を果たすためにも非正規

労働者の賃上げも議論されるべきだったので

はないでしょうか。

今春闘は、大幅賃上げができる状況で、デ

フレからの脱却の意味もも含めて大幅賃上げ

を期待しました。しかし、低額要求とさらな

る低額回答で期待を裏切られました。これで

は、いつまでたっても安心して生活できる賃

金を得られません。労働組合として、春闘を

取り組む姿勢が問われます。

「
働
き
方
改
革
」
？
本
当
な
の
？

「
働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
てO

ffic
e

３
６

５
の
使
用
を
進
め
る
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
「
タ
イ
ム
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー

で
」
と
言
っ
て
お
り
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
」
仕
事
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

休
み
の
日
で
も
休
ん
だ
気
が
し
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
仕
事
量
に
応
じ
た
人
員
配
置

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

（
水
戸
事
業
所
）

「
残
業
制
限
」
で
仕
事
が
終
わ
ら
な
い

働
き
方
改
革
」
の
影
響
で
残
業
が
制
限
さ
れ
、

定
時
で
帰
る
こ
と
を
推
奨
さ
れ
て
い
る
中
で
、

定
時
ま
で
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
苛
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
い
い
仕
事
が
で
き
な
い
と
感
じ
る
。

ま
た
残
業
し
す
ぎ
て
も
代
休
に
当
て
ら
れ
る
の

で
不
毛
な
気
分
に
な
る
。

（
日
立
金
属
）

求
む
、
雇
用
状
況
改
善
の
施
策

生
産
ラ
イ
ン
に
数
多
く
い
た
臨
時
員
の
方
々

が
、
雇
い
止
め
に
な
っ
た
結
果
、
生
産
が
、
逼

迫
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
正
社
員
の
残
業
が

頻
発
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
や
む
な
く
親
し
い

方
も
多
く
辞
め
て
い
っ
た
。

人
々
の
生
活
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
配
慮
し
て
、
雇
用
を

守
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
そ
の
中

で
、
一
部
の
方
に
集
中
し
て

い
る
長
時
間
残
業
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

（
日
立
Ｊ
Ｃ
空
調
）

「
残
業
減
ら
せ
」
だ
け
で
は
限
界

「
働
き
方
改
革
」
は
「
残
業
減
ら
せ
」
「
年

休
取
れ
」
の
号
令
で
の
対
処
は
限
界
が
あ
る
。

長
時
間
労
働
の
一
因
と
し
て
報
告
会
や
内
部
向

け
イ
ベ
ン
ト
の
多
さ
が
あ
る
。
役
員
を
巻
き
込

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
は
、
資
料
作
成
な
ど
に
締
め
切

り
ま
で
時
間
無
制
限
で
取
り
組
ま
れ
る
。
そ
も

そ
も
、
そ
の
よ
う
な
会
議
が
必
要
な
の
か
と
い

う
点
も
疑
問
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

所
定
時
間
内
も
利
用
し
や
す
く
…

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
部
内

（
大
森
地
区
事
業
所
）
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
ル
ー
ム
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
「
ヘ
ル

パ
キ
ー
パ
ー
（
視
覚
障
が
い
者
）
資
格
を
持
つ

あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
（
日
立
ゆ
う
あ
ん

ど
あ
い
の
社
員
）
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
で
す
。

た
だ
し
、
所
定
時
間
内
に
通
う
と
（
一
部
歩
引

40
％
）
に
な
り
ま
す
。
通
い
積
め
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
所
定
時
間
内
の
歩
引
は
止
め
て
も
っ

と
利
用
し
や
す
く
し
て
欲
し
い
。（

横
浜
事
業
所
）

ほ
し
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
拡
大

社
内
の
動
向
や
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
た
め
に
は
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
な
ど
に
接
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
の
権
限
を
与
え

ら
れ
て
い
な
い
人
が
多
く
、
重
要
な
情
報
の
み

文
書
で
回
覧
さ
れ
る
が
そ
れ
以
外
の
情
報
は
全

社
員
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。
福
利
厚
生
や
保

険
な
ど
の
申
請
も
イ
ン
ト
ラ
か
ら
行
う
た
め
、

接
続
権
限
の
無
い
人
は
そ
れ
ら
の
制
度
を
有
効

に
活
用
で
き
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ
る
。

（
国
分
事
業
所
）

人
材
育
成
の
強
化
を

研
修
員
の
方
が
一
人
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
で
休

ん
で
し
ま
っ
た
。
人
材
育
成
が
出
来
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

（
日
立
超
Ｌ
）

心
配
、
広
域
配
転

会
社
が
合
併
に
な
っ
た
影
響
で
、
他
事
業
所

へ
広
域
配
転
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
。
今
後

が
心
配
で
す
。

（
日
立
事
業
所
）

求
む
！
目
標
管
理
の
是
正
を

Ｇ
Ｐ
Ｍ
と
い
う
目
標
管
理
に
よ
り
結
果
が
厳
し

く
求
め
ら
れ
、
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
い
。
過
度

な
成
果
主
義
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。

（
日
立
パ
ワ
ー
）

負
担
増
の
単
身
赴
任

単
身
赴
任
の
た
め
、
余
計
に

費
用
が
か
か
る
。
何
と
か
な
ら

な
い
か
？
。

（
日
立
事
業
所
）

『Hinext導入・入力に手間が』
「人財マネジメントプラットフォーム」Hinextが導入されま

した。従業員が自分の経歴やスキルを入力するものでした。Hinextに入る

には会社のメールアドレスとLDAP IDを入力してHinext内でマイホームを

設定したあとに別のサイトに飛ばされました。またパスワードとメールアドレス

を入力してから経歴を入力しなくてはならず、手順が長い印象で、操作方法も提

示されず不便でした。不親切だと思いイラッとしました。Hinextの画面から飛ばさ

れた先で会社の情報漏洩防止遵守に同意させられます。その上で経歴を書き込む

前に個人情報を求められます。住所や電話番号などです。事前の操作方法の案内

がなく、入力が大変でした。Hinextの説明をお願いします。

投
稿
歓
迎

「春闘」生活改善に繋がらず

休息時間確保は実現

再雇用者の処遇改善なし

非正規雇用の処遇改善なし


